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（４）物質の変化 
一般目標： 
 物質の変換過程を理解するために、化学反応速度論、および反応速度に影響を与える諸因子に関する基本的

知識と技能を修得する。 
  
【反応速度】 
到達目標： 
１）反応次数と速度定数について説明できる。 
２）微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識・技能） 
３）代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。 
４）代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。（技能） 
５）代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴について説明できる。 
６）反応速度と温度との関係（Arrheniusの式）を説明できる。 

△７）衝突理論について概説できる。 
△８）遷移状態理論について概説できる。 
９）代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応など）について説明できる。 

 10）酵素反応、およびその拮抗阻害と非拮抗阻害の機構について説明できる。 
 
【物質の移動】 
到達目標： 

 １）拡散および溶解速度について説明できる。 
 ２）沈降現象について説明できる。 
 ３）流動現象および粘度について説明できる。 
 
 
C2 化学物質の分析 
一般目標： 
化学物質（医薬品を含む）をその性質に基づいて分析できるようになるために、物質の定性、定量などに必

要な基本的知識と技能を修得する。 
 
（１）化学平衡 
一般目標： 
水溶液中での物質の性質を理解するために、各種の化学平衡に関する基本的知識と測定の基本的技能を修得

する。 
 
【酸と塩基】 
到達目標： 
１）酸・塩基平衡を説明できる。 

△２）溶液の水素イオン濃度（pH）を測定できる。（技能） 
３）溶液のpHを計算できる。（知識・技能） 
４）緩衝作用について具体例を挙げて説明できる。 
５）代表的な緩衝液の特徴とその調製法を説明できる。 
６）化学物質のpHによる分子形、イオン形の変化を説明できる。 

 
【各種の化学平衡】 
到達目標： 
１）錯体・キレート生成平衡について説明できる。 
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２）沈殿平衡（溶解度と溶解度積）について説明できる。 
３）酸化還元電位について説明できる。 
４）酸化還元平衡について説明できる。 
５）分配平衡について説明できる。 
６）イオン交換について説明できる。 

 
（２）化学物質の検出と定量 
一般目標： 
試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他の化学物質の定性・

定量法を含む各種の分離分析法の基本的知識と技能を修得する。 
 
【定性試険】 
到達目標： 
１）代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。 
２）日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明できる。 
３）日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度試験を列挙し、その内容を説明できる。 

 
【定量の基礎】 
到達目標： 

△１）実験値を用いた計算および統計処理ができる。（技能） 
２）医薬品分析法のバリデーションについて説明できる。 
３）日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 
４）日本薬局方収載の容量分析法について列挙できる。 
５）日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴を説明できる。 

 
【容量分析】 
到達目標： 
１）中和滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 
２）非水滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 
３）キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 
４）沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 
５）酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 
６）電気滴定（電位差滴定、電気伝導度滴定など）の原理、操作法および応用例を説明できる。 

△７）日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（技能） 
 
【金属元素の分析】 
到達目標： 
１）原子吸光光度法の原理、操作法および応用例を説明できる。 
２）発光分析法の原理、操作法および応用例を説明できる。 

 
【クロマトグラフィー】 
到達目標： 
１）クロマトグラフィーの種類を列挙し、それぞれの特徴と分離機構を説明できる。 
２）クロマトグラフィーで用いられる代表的な検出法と装置を説明できる。 

△３）薄層クロマトグラフィー、液体クロマトグラフィーなどのクロマトグラフィーを用いて代表的な化学物

質を分離分析できる。（知識・技能） 
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（３）分析技術の臨床応用 
一般目標： 
薬学研究や臨床現場で分析技術を適切に応用するために、代表的な分析法の基本的知識と技能を修得する。 

 
【分析の準備】 
到達目標： 

△１）代表的な生体試料について、目的に即した前処理と適切な取扱いができる。（技能） 
２）臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。 

 
【分析技術】 
到達目標： 
１）臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法を列挙できる。 
２）免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例を説明できる。 
３）酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明し、実施できる。（知識・技能） 
４）電気泳動法の原理を説明し、実施できる。（知識・技能） 
５）代表的なセンサーを列挙し、原理および応用例を説明できる。 

△６）代表的なドライケミストリーについて概説できる。 
７）代表的な画像診断技術（X 線検査、CT スキャン、MRI、超音波、核医学検査など）について概説でき

る。 
８）画像診断薬（造影剤、放射性医薬品など）について概説できる。 

△９）薬学領域で繁用されるその他の分析技術（バイオイメージング、マイクロチップなど）について概説できる。 
 
【薬毒物の分析】 
到達目標： 
１）毒物中毒における生体試料の取扱いについて説明できる。 
２）代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）のスクリーニング法を列挙し、説明できる。 

△３）代表的な中毒原因物質を分析できる。（技能） 
 
 
C3 生体分子の姿・かたちをとらえる 
一般目標： 
 生体の機能や医薬品の働きが三次元的な相互作用によって支配されていることを理解するために、生体分子

の立体構造、生体分子が関与する相互作用、およびそれらを解析する手法に関する基本的知識と技能を修得す

る。 
 
（１）生体分子を解析する手法 
一般目標：  
生体分子、化学物質の姿、かたちをとらえるために、それらの解析に必要な方法に関する基本的知識と技能

を修得する。 
 
【分光分析法】 
到達目標： 
１）紫外可視吸光度測定法の原理を説明し、生体分子の解析への応用例について説明できる。 
２）蛍光光度法の原理を説明し、生体分子の解析への応用例について説明できる。 

△３）赤外・ラマン分光スペクトルの原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。 
△４）電子スピン共鳴（ESR）スペクトル測定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。 
５）旋光度測定法（旋光分散）、円偏光二色性測定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。 
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